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夢に向かって 笑顔いっぱい みんなでチャレンジ

６年生だけで「なべっこ」？

“楽らく 笑 ＳＨＯＷ”な学校 なか１０００笑楽校

前期の最終コーナーに当たる昨日、大仙市教育委員会の伊藤雅己教育長や伊藤勝良教育
委員をはじめとする、８名の皆様が全校みんなの授業を観てくださいました。

“楽笑（らく SHOW）”な学校 なか１０００笑楽校
という、めあてに向かって全校で取り組んできた半年の成果がどの教室からも伝わって

きました。先生も子どもも、とってもいい顔で勉強しているし、１年生からタブレットを
使った授業が当たり前になっています。
参観してくださった皆様からは、次のような感想とご指導をいただきました。

４人が教育長表彰！！！！

学校訪問の日、直接教育長さんから賞状やメダル
をもらいました。
突然の教育長からのインタビューにも、ハキハキ

とスパッと応える４人に感心しました。
『発信』できる姿が、かっこよかったです。

「大仙市読書通帳」５００冊賞
３年生 冨岡 理央さん

「大仙ふるさと博士」上級者
６年生 戸嶋 凛香さん
６年生 戸嶋 絢香さん
４年生 千葉 陽太さん

大仙市教育委員会による学校訪問

○とってもよい子どもたちの姿を見せてもらった。落ち
着いているし、どの子も自然に「人に向いていること」
「課題に向き合っていること」が特に素晴らしい。

○先生方が同じ方向に向かっていて、子どもたち自身が
「自分で考える」姿があちらこちらで見られる。

○発表のルールなどの学習規律がしっかり身に付いてい
て、「？（子どもの疑問）」にこだわった主体的な学習
ができている。

○学校全体に「メリハリ」と「やわらかさ」がある。

○６年間の育ちが見える。今年度の半年の育ちが見えた。

○総合的な学習や特別活動などの学習環境が整っていて、
１人１人の思いが大切にされて、つながっている。



ＰＴＡ親子窓拭き奉仕作業
昨年は中止となった窓拭き作業ができました。
平日の夕方の開催であり、参加が難しかったにもかかわらず、多くの親子が、短時間で

楽しく笑顔で“楽笑なボランティア活動”に参加してくれました。

本当は「めんどくさい」のに、親子で
「できること」に心を向けてくださって
ありがとうございます。

「スポーツフェスティバル」へ！

学習発表会が終わると、学校の中は一気にスポーツの秋へと
変身しました。
朝からグランドを走る子どもたち、２時間目の後の長い休み

時間である「パワフルタイム」に校舎の周りを走る子どもたち。
それぞれの子どもたちが、自分の目標や今日の体調に合わせ

てがんばり続けています。

そんな走る子どもたちの様子を
今年から「秋桜（コスモス）」が

見守っています。
中仙地域で進める

『秋桜プロジェクト』として
６年生が植えてくれたコスモスが

きれいに咲いています。

９／２６（月）から

新型コロナウィルス感染症の対策が変わっています
「陽性の判明」から「療養までの流れ」

保健所からの連絡や指示がなくなります！ （一般の小学生の場合）
（自宅療養が基本となります）

療養期間は ７日間 （症状がある場合）

でも、感染リスクは １０日間

「１０日間－７日間」の“３日間”は
登校してもよいが、感染予防行動の徹底が必要な期間です。

これまでどおり
早めに学校に連絡をしてください。
登校開始日については、個別に相談していきましょう。

【別紙・秋田県のチラシもご覧ください】


